










































































































































































デ ･ クーバ、バラコア、トリニダー、シエンフエゴス）で行ない、それぞれハバナ 45名
（うち女性 25名）、サンタ・クララ 1名、オルギン 2名（うち女性 1名）、サンティアゴ ･
デ ･ クーバ 38名（うち女性 18名）、バラコア 1名、トリニダー10名（うち女性 4名）、
シエンフエゴス 3名（うち女性 2名）を調査対象とした（図 1）。










1000人あたり 3.1人である。日本の 2011年の離婚が人口 1000人あたり 1.89人であるこ
とと比べても高く、非公式の離婚も含めるとさらに高くなると考えられる4）。今回の調査


















身体的・外見的特徴 体型、容姿、手、足、顔 35人（男 16：女 19）
性格・内面的特徴 心、愛情、気持ち、誠実さ、知性、理解、価値観 43人（男 25：女 18）
上記両方 12人（男 6：女 6）
「目」 10人（男 4：女 6）
（出所）調査結果より筆者作成
表 1　被調査者の年齢分布
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
男性 3人 20人 9人 9人 5人 3人 1人
女性 4人 15人 9人 11人 8人 4人 0人


























































性別 年齢 既／未 離婚歴 人種 都市 回答内容
女 60 既婚 なし 白人 オルギン （理由は明確ではないが）私は気にすると思う。
女 48 既婚 1回 混血 STGO＊ 好みの問題である。
男 38 未婚 2回 混血 STGO＊ 好みの問題である。
男 45 既婚 なし 混血 STGO＊ 黒人が好きではない。
男 43 未婚 4回 混血 トリニダー 私はとても選り好みをする。
女 28 既婚 なし 混血 トリニダー 時々（人種を気にする）。
男 49 既婚 3回 混血 CF＊＊ キューバには異なる人種のカップルの多様性がある。
私は人種を気にする。
男 50 未婚 2回 黒人 ハバナ お金の問題よりは気にしない。
女 62 未婚 1回 白人 ハバナ 白人は白人と、黒人は黒人と（同じ人種同士で付き合
うべき）。





























もしも結婚するなら？ キューバ人 外国人 どちらでも
結婚経験あり（55人） 18人 11人 26人





























































バも経済的に大きな影響を受けた。そのような中で 1990年 8月に政府は「平和時の非常時」（el 





（Juan A. Alvarado）や「人種の偏見─その再生産の構造」（María M. Pérez）、「現在のキューバにおけ
る民族と人種」（Jesús G. Pérez）、「人種関係、調整過程と社会政策」（María C. Caño）などの論文が
収められ、人種差別撤廃のための政策の限界や、生活のなかに残る人種への固定観念の存在について
論じられている。
 3）　オルティスが未だ支持されている証拠として、いくつか彼の論文が再版されていることがあげら
れる。詳しくは工藤（1997）を参照。
 4）　キューバでは結婚または離婚を役所に届ける際、わずかながら手数料が発生する。キューバ人同
士と国際結婚ではその手数料も異なっており、本人たちの合意のみによって結婚や離婚が行われるこ
ともある。そのため、非公式なものも含めるともっと高い数値が見込まれる。
 5）　キューバ国民の給料は職業によって多少違いはあるが、一般的には月 20ドルであると言われてい
る。これは世界的基準に照らすと貧困層となる。しかし実際には 1995年に自営業が許可され、月 20
ドル以上の所得を得ているケースも多い。また、お金がないゆえに教育が受けられなかったり、子供
が働かなければならなかったり、病院に行けなかったりすることもないので、他の国の貧困とはかな
り事情は異なっている。
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